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今月のひとりごと

お熱いのがお好き

「アクティブグループ」とは、コラーレ倶楽部会員の中で、
特に意欲的・積極的に活動するメンバーが集う、いわば「サー
クル」みたいなもの。自己表現したい人、裏方に興味のある
人、ボランティア活動したい人……何かしたくてムズムズし
ているいろんな人たちが、それぞれ自分の得意分野を持ち
寄って無形の情熱を有形に変えていくグループです。何を作
り上げるかによって構成メンバーは変化するでしょう。しか
し、主役は常にあなた自身
です。
　アクティブグループ活動
場所として、専用の部屋を
無 料 で 開 放 し て い ま す。
ミーティングなどに、お気
軽にご利用ください。興味
を持ったサークルがあれ
ば、コラーレまでご連絡く
ださい。

アクティブグループ

　５月５日の子どもの日には、菖蒲湯に入ると健康でい
られるとか。菖蒲のきりっとした香りの湯につかると、
気分もすっきりし、リフレッシュできそうです。ところ
で、好みのお湯の温度は何度ですか。健康的には 40℃
ぐらいのぬるめの湯が良いといわれていますが、私は
42℃ぐらいの熱めが好き。花冷えの頃や寒い日には熱
いお湯にとっぷりつかると体の芯まで温まります。
　熱めのお湯といえば、宇奈月温泉総湯の「湯めどころ
宇奈月」の湯は 41 ～ 42℃で、43 ～ 45℃のところも
あり、熱めが好きだからと通う熱烈なファンも多い。
もっとも宇奈月温泉の源泉の黒薙温泉は 96℃という熱
さだとか。　　
　大正時代半ば、現在の宇奈月から２㎞下流の地に愛本
温泉というのがあり、黒薙から樋でお湯を引いていたけ
れど、途中で冷めてしまうのが難点でした。それを改良
し宇奈月温泉を開湯したのが、黒部の電源開発に尽力し
た山田胖という土木技師です。樋にかわり、赤松をくり
抜いた木管を使い、距離と流量を計算して動力を使わず
自然の力で熱い湯を宇奈月まで届くようにしたそうで
す。山田胖

ゆたか
の開発にかけた熱量も半端なかったようで、

宇奈月を一大リゾート地として開発しようと考えていた
という。先人の熱い思いと技術力に感動です。

＜湯ばぁば＞

お問い合わせ：コラーレ（tel. 0765-57-1201）

コラーレ倶楽部アクティブグループ
５月の活動予定

大人のピアノサークル　ドレミの会
ピアノを楽しんでいます。特に指導はありません。
▼５月 13 日㈯・20 日㈯ 各日 13:00 〜 17:00
　
弦楽サークル　楽屋ストリングス
ヴァイオリンを楽しみましょう。初心者大歓迎。
▼５月毎週㈪ 各日 19:30 〜 22:00
　
アコギを楽しむ会
アコースティック・ギターを楽しみます。見学歓迎。
▼ミーティング：５月 14 日㈰ 19:00 〜 22:00
　　　　　　　　５月 28 日㈰ 19:00 〜 22:00
　
消しゴムはんこづくり　ぺったん
１回だけの参加も大歓迎。初心者もＯＫ、材料費必要。
▼５月 25 日㈭ 19:30 〜 21:00
　
コラーレ倶楽部通信新聞部
この倶楽部通信を毎月作っています。お仲間募集中。
▼ミーティング：５月 12 日㈮ 19:30 〜 21:00

「コラーレ倶楽部通信新聞部」をご紹介

「コラーレ倶楽部通信新聞部」メンバー募集中

機関紙「コラーレ倶楽部通信」を毎月発行しています。
紙面作りで毎月、脳を活性化すること間違いなし。
読書好き、イラスト好き、音楽好き、映画好き、旅行好き、
お菓子好き、占い好き、おしゃべり好き、コラーレ好き、
……あなたの「好き」を新聞部で大いに活かしましょう。

参加資格：コラーレ倶楽部会員（いつでも入会できます）

※お申し込み・お問い合わせはコラーレまで（tel. 0765-57-1201）

　全集中の校正作業。脳活もフル回転、一番カロリーを消費する時
間。ひとりひとりが真剣に紙面に向き合っています。「そんなミス
に気づくなんてスゴイ！」と、みんなから賞賛をもらえることも。

　ふー、作業を終えてからのティータイム。ほっと一息、おいしい
おやつを囲んで。つかれた脳は、ただひたすら甘いものを欲してい
るのです。今回は手作りのブッセでした。

　私たちコラーレ俱楽部通信新聞部は、会員の皆様に
アクティブグループの活動の様子や読者から寄せられ
る観賞レポート、旅行記、写真の投稿などを紹介させ
ていただいています。時には新聞記者のように、アク
ティブグループの取材に伺うこともあります。月イチ
の編集会議ではわき道にそれながらもしっかりと校正。
毎月、楽しさ満開の活動を行っています。
　「コラーレ俱楽部通信新聞部」が発足したのは、
2000 年５月のこと。今月でちょうど 23 年を迎えまし
た。発足以来、メンバーはいつも笑顔で編集会議を重
ねてきました。現在、メンバーは 30 代から 70 代の男
女６人。黒部市在住が中心ですが、関西に引っ越した
メンバー M さんの場合は、原稿や校正の提出はメール
での参加です。そんな新聞部のある日をご紹介します。
　さて午後７時半、月イチの編集会議が始まりました。
編集会議と言っても、「そうそう、最近ではこんなことがあったよね」「これにまつわる雑学、知ってる？」なんて、世間の話
題や豆知識に花を咲かすこともしばしば。横道にそれつつも、校正作業を続けます。各自事前にゲラ刷りを確認してから会議を
行っているので、作業は順調に進みます。誤字脱字はもちろんのこと、内容が分かりやすく伝わる表現なのか、統計的数字はあっ
ているのかなども細かくチェックしていきます。「よくこんなミスに気づいたね！」「へー、それってそうなんだ」なんて、み
んなが驚くような指摘が飛び出すこともあります。こんな感じで、校正は無事終了。次号の紙面を考え、それぞれの宿題を割り
当てます。ここまでくれば、会議も終盤。
　いよいよ心待ちにしていたおやつタイム。会議で脳をフルに動かしたら、今度は頭が甘いものを欲しています。毎回ゲーム等
で次回のおやつ当番を決めてます。今回はどんなおやつが用意されているのかも楽しみなところ。お店で買ってきた駄菓子もあ
れば、どこかのお土産があったり、中には手作りのお菓子をふるまうメンバーも。「どうやって作るの？」「どこで買ってきた
の？」なんて、おやつを食べながら、また話に花が咲きます。
　新聞、おやつどちらでも結構です。興味のある方は編集会議をのぞきにきてください。新入部員大歓迎、ぜひお待ちしています。

（TEXT ＝ 正）

脳活からのおいしいおやつ



こんなン観てきました！
コンサート、お芝居、映画、美術展など、倶楽部会員からの鑑賞レポートが届きました。

コ ラ ー レ 倶 楽 部 　 鑑 賞 レ ポ ー ト

コラーレ・ワールドフェスティバル
EARTH MOVING（イギリス）

2023 年３月４日・５日／コラーレ

　コラーレの春のイベントとして、すっかり定着した
「Earth Moving」。今年の国は「イギリス」だと知り、
過去にイギリスを旅したこともあった私は即興味がわき、
「ビートルズの名曲でもう一度英語に触れよう」と「バグ
パイプ・レクチャー」の講座に参加申し込みをした。
　館内に入ると、エントランスにイギリス車の「MINI 
COOPER」が展示してあり、ディーラーの方もいて説明を
聞くなど、つい話込んでしまった。結果、英語講座の開始
時間はとっくに過ぎており、定員満席もありキャンセルと
なってしまった。トホホな気分で会場を回ってみると、イ
ギリスの鉄道模型が走っていたり、イギリスのゲームを楽
しむ親子連れなどで賑わっている。
　そこかしこでライブパフォーマンスが行われていて楽し
い。毎年立ち寄るカフェには、イギリスのスイーツセット
があって食べたかったが、かなり混んでおりオーダーは諦
めた。コロナが落ち着きだしたこともあり、お客さんはＵ
Ｋロックの映像を見ながら飲食をしていて、とてもリラッ
クスした雰囲気が良い。
　２日目の「バグパイプ・レクチャー」は、こんな機会で
もないと絶対見知ることない楽器なので参加を決めた。講
師は元東京交響楽団主席クラリネット奏者の十亀正司氏。
バグパイプは羊の皮で作った袋に息を吹き込み、脇で袋を
締め付けて空気を出し笛を鳴らすのだが、息を吹き込む量
に驚く。肺の血管の中にある酸素をも搾り出してるんじゃ
ないかと思うくらいの驚異的肺活量だ。演奏後は数キロ痩
せます、と十亀氏。楽器にまつわる裏話も楽しく、初めて
コラーレのリハーサル室にも入れたので、貴重な体験だっ
た。毎年、展示や雰囲気作りを工夫されているのが感じと
れる。個人的にはイギリスのパブのような昼飲みブースが
あればもっと楽しいのにと思ったが、それは飲兵衛の戯言
か。 ＜魚津市／ 40 代男性＞

投 稿 記 事 募 集 中

新 聞 部 か ら の お て が み

編集後記
■かつてホテルで食べたオレンジソースのかかったシュゼットというクレープが食べたくて、初挑戦で作ってみました。結果、おか
　わりまでしたホテルの味には程遠く、惨敗。あぁ胸焼けが……。やっぱり自分で作るならバナナチョコが一番！　＜月がふたつ＞
■「お池のこいよ、なぜはねる。あの青空を泳いでる、大きなこいになりたいか。大きなこいは、今日ばかり、明日はおろして、し
　まわれる」と詠んだのは金子みすゞ。とは言え、鯉のぼりでなくとも５月晴れの空は泳ぎたいと思うほど気持ちが良い。 ＜布袋＞
■縁起の良い日の定番は大安。一粒万倍日はわずかな元手で何倍もの利益になる日。天赦日は天が全ての事を赦すという日で、１年
　に数回しかない最高の大吉日らしい。縁起がいい日って聞くだけでそうなりそうな気持ちに。　＜洗脳されやすい私＞
■ようやく花粉症からも解放される月回り。５月は緑がまばゆく晴れる日も多い。空の青、木々の緑、残雪の白、黄色やピンク様々
　な花の色もとても輝いています。さえずる鳥の鳴き声も合わさって丸ごと大自然のシンフォニーを体感。　＜ホーホケ協楽団＞
■同姓同名の集い「タナカヒロカズの会」。昨年 10 月に 178 人が集まりギネス記録認定されたが、今年２月にセルビアで「ミリツァ・
　ヨヴァノビッチさん」が 256 人集まり更新。富山県のタナカヒロカズさん、再挑戦に名前を連ねてみませんか？　＜パペポ＞
■４年ぶりに開催された「にいがた 酒の陣 2023」へ。コロナ対策ということもあり、午前午後の２日間で４回開催。全酒蔵へ行こ
　うとしましたが、長蛇の列ができ、時間切れ。来年も行こうと思います。　＜どら＞

【こんなン観てきました】
コンサート、演劇、映画、美術展等の鑑賞レポート。会場はコ
ラーレ以外でもＯＫ。1,000 字程度で、公演タイトルと鑑賞日
も忘れずに。
【気ままになんでも写真館】
あなたが撮った写真を送ってください。「畑でできた大きな大
根を見て」「我が家のペットです」等、何でもＯＫ！　コメン
トは 120 字程度で。
【わたしの旅行記】
国内、海外問わず、旅行体験を1,000字程度で書いてください。

　５月といえばすっかり気候も暖かくなって、動物や虫た
ちも活発に動き出す季節。私たちも明るい陽気に誘われて
ワクワク心が躍ってまいりますね。そして 23 年前の 2000
年５月は、我ら「コラーレ倶楽部通信新聞部」が誕生した
月でもあります。
　アクティブグループの活動を分かりやすく楽しく紹介す
る事をモットーに、23 年間続けてまいりました。今年は
どんな活動があるのかな？　新たなグループは誕生するか
な？　新しい出会いやトキメキを見逃さないように、これ
からも皆様に発信していきます！ ＜月がふたつ＞

プリンセスＱＰ ズバリ占う！あなたの５月の運勢
【１月生】美味しいものを食べて幸せを感じる星回り。恋愛運好
調。金運は節約方法を試し吉。仕事は問題を避けられる。
【２月生】経験を活かせば物事がうまくいく星回り。恋愛は強い
絆に。金運は貯金すると吉。仕事はもしもの時に備えよ。
【３月生】燃え尽きる前に方向転換が必要な星回り。恋愛は心を
開いて話そう。金運平穏。仕事は清潔感を意識し進めよ。
【４月生】努力しただけ、結果を得る星回り。恋愛運絶好調。金
運上昇中。仕事は頼るべきところはうまく頼って吉。
【５月生】身近な人と距離ができる星回り。時間が解決する。恋
愛運低迷。金運は節電し吉。仕事は雑になるかも注意。
【６月生】やるべき事を片付ける星回り。時間的ゆとりを持って
吉。恋愛運低調。金運好調。仕事はやる気を保てば吉。

【７月生】大きく飛躍できそうな星回り。恋愛運良好。金運好調。
仕事は難しさを痛感するが知恵を出し合い乗り越える。
【８月生】人間関係を広げる星回り。恋愛運低調。金運は健康を
第一に考え行動せよ。仕事は集中力を有効活用して吉。
【９月生】人や物への好き嫌いが強くなる星回り。恋愛は過去に
区切りをつけよ。金運好調。仕事は役割を考え努力し吉。
【10 月生】人と比べず自分の好きを大切にする星回り。恋愛は
話し合って吉。金運平穏。仕事は未来を見据えた行動が吉。
【11 月生】楽しい事に本気で取り組む星回り。恋愛は相手を信
じる努力を。金運好調。仕事は考え過ぎず懸命にやって吉。
【12 月生】前もって準備をしておけば全て上手くいく星回り。
恋愛は二人の時間を楽しんで吉。金運平穏。仕事運絶好調。

※恋愛運は愛情運の一部です。恋愛運が絶好調なら愛情運も凄く良いと思ってください。老若男女、既婚の方もお楽しみください。

EARTH MOVING（イギリス）
バグパイプと金管五重奏団「UK クラシック」

2023 年３月４日／コラーレ

　今年のコラーレ・ワールドフェスティバルは、３年前コ
ロナ禍で中止になっていた待望の「イギリス」でした。音
楽や食、文化と、多彩な２日間でしたが、イギリスの音楽
を体感したくて、フェス初日のバグパイプと金管五重奏団
による「UK クラシック」を聴いてきました。
　前半は金管五重奏（２本のトランペット、ホルン、トロ
ンボーン、テューバの構成）によるイギリスゆかりの曲を
中心に演奏されました。ヘンデルの「水上の音楽」からス
タート。トランペットの音が高らかに鳴り響き、お城のあ
る風景が連想されるような荘厳な曲でした。そのほかにイ
ングランド民謡「グリーンスリーブス」、アイルランド民
謡「ロンドンデリーの歌」等、日本人にも馴染みの曲が演
奏されました。途中で金管楽器の説明もあり、それぞれの
金管楽器についての知識を深めることができました。
　後半は、スコットランドの民族衣装の「キルト」を身に
つけた十亀正司さんがパーカッションのリズムに合わせ、
民族楽器のバグパイプを演奏しながら登場しました。バグ
パイプの大音量がマルチホールいっぱいに響き、１本の楽
器ではないような音量と迫力でした。十亀さんの説明によ
ると、バグパイプはその昔、戦場に持ち込まれ、音で敵を
震え上がらせたとのこと。また、袋に３本の１枚リードの
管と１本の２枚リードの管が付いており、循環呼吸で絶え
ず息を吹き込んで音を出し、大変体力を使うとのことでし
た。バグパイプで「アメイジング・グレイス」「ヘクター・
ザ・ヒーロー」等、郷愁を感じる曲が演奏されました。日
本の卒業式で歌われる「蛍の光」も元々はスコットランド
民謡のメロディーで、音階的にも日本人に馴染みやすいと
のことでした。
　アンコールはバグパイプ演奏で一度は誰もが耳にしたこ
とがある「勇敢なるスコットランド（スコットランド・ザ・
ブレイブ）」でした。イギリスの息吹が感じられるコンサー
トを満喫しました。 ＜ヒスイの森／女性＞

　Earth Moving ではここ数年、インストでしたが、４年ぶり
に歌ありの演奏ができました。多くの来場者の皆さんに聞いて
いただき、メンバー一同、感動しました！

ギターサークル「アコギを楽しむ会」が
３月の「Earth Moving」で演奏しました。

ある日の「アコギを楽しむ会」

　バルーンアートとタワーブリッジの写真に見守られ、英国
アーティストの曲を演奏しました。演奏したい曲がたくさんあ
りすぎて、選曲が大変でした。

　Earth Moving のウンチク展の会場、バッキンガム宮殿の写
真の前で演奏しました。実際の宮殿前では絶対にできませんよ
ね！


